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感
想
や
随
筆
の
類
は
、
折
に
ふ
れ
て
書
い
て
る
よ
う
で
い
て
、
い
ざ
一
冊
の
書
物
に
ま
と
め
る
と
な
る
と
、

わ
り
に
分
量
が
少
い
も
の
で
あ
る
。
殊
に
、
書
物
に
収
録
す
る
に
堪
え
ら
れ
ず
、
反
古
と
し
て
捨
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
な
も
の
が
多
い
の
は
、
筆
者
と
し
て
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
今
、
一
冊
の
書
物
を
編
む
に
当
り
、
分
量
が
足
り
な
い
の
で
、
旧
著
か
ら
も
少
し
く
再
録
せ
ね
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。
本
書
の
最
初
の
四
篇
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
今
で
も
な
お
多
く
の
人
に
読
ん
で
貰
い
た
い
と
思
っ
て
る

も
の
ば
か
り
。
そ
の
他
は
終
戦
後
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
終
戦
後
、
私
は
主
と
し
て
小
説
を
書
い
た
。
そ
の
た
め
、
感
想
や
随
筆
の
形
態
を
取
る
も
の
が
少
い
と
い
う

結
果
に
も
な
っ
た
が
、
こ
の
変
革
期
の
約
五
ヶ
年
間
の
収
獲
が
こ
れ
だ
け
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
で

も
聊
か
淋
し
い
。
然
し
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
私
の
小
説
作
品
の
謂
わ
ば
台
地
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
じ
か

に
私
の
気
息
が
通
っ
て
い
る
。

　
本
書
の
中
に
、
三
木
清
と
武
田
麟
太
郎
と
太
宰
治
と
、
思
い
出
が
三
つ
並
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
殊
に
私
は

感
慨
が
深
い
。
終
戦
の
年
の
九
月
末
と
翌
年
の
三
月
末
と
そ
の
翌
々
年
の
四
月
半
ば
に
、
こ
の
三
人
の
畏
友
を

相
次
い
で
失
っ
た
こ
と
は
、
何
と
し
て
も
痛
恨
に
堪
え
な
い
。
三
つ
と
も
短
文
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
或
る
他

の
文
と
を
通
じ
て
、
読
者
に
は
恐
ら
く
分
ら
な
い
で
あ
ろ
う
私
の
執
心
が
、
本
書
に
は
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
で
、
戦
後
か
ら
一
九
五
〇
年
ま
で
の
私
の
随
筆
感
想
の
全
部
で
あ
る
。
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庫
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報

底
本
：
「
豊
島
与
志
雄
著
作
集
　
第
六
巻
（
随
筆
・
評
論
・
他
）
」
未
来
社

　
　
　1967
（
昭
和42

）
年11

月10

日
第1

刷
発
行

初
出
：
「
文
学
以
前
」
河
出
書
房

　
　
　1951

（
昭
和26
）
年3

月

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：Juki

2013

年5

月11

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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